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江府町の人口

（2月29日現在）

世帯数∴u92世帯
人　口　増95人
（前月比4　人滅）
（男）封08
（女）ぴ87

出　生　　4

（男）　2

（女）　2

転　入　10

10

▲卒業式の準備をする児童たち

ト
サ
イ
ネ
リ
ア
の
花
の

前
で
記
念
撮
影

花
い
っ
ぱ
い
で
卒
業
式

明
倫
小
学
校

回
り
に
は
ま
だ
雪
が
見
え
る
こ
こ

明
倫
小
学
校
（
石
井
校
長
）
の
体
育

館
に
は
、
八
十
鉢
の
サ
イ
ネ
リ
ア
の

花
が
、
今
を
盛
り
に
見
事
に
咲
き
乱

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
卒
業
式
に
六
年
生
を
サ

イ
ネ
リ
ア
の
花
で
送
ろ
う
と
幾
月
も

雪
の
中
を
一
生
懸
命
育
て
、
今
日
き

れ
い
に
咲
い
た
も
の
で
す
。
校
内
は

児
童
た
ち
が
花
を
楽
し
み
、
い
つ
く

し
ん
で
い
る
と
い
っ
た
ふ
ん
い
き
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

三
月
十
九
日
の
卒
業
式
に
は
、
鮮

や
か
に
花
開
い
た
サ
イ
ネ
リ
ア
の
花

を
前
に
し
て
、
春
の
息
吹
き
を
満
喫

し
ま
し
た
。
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目
標
面
積
は
1
1
5
・
1
筋

町
総
水
田
の
約
2
1
・

5
琵

江　　府　　町　　報

水
田
利
用
再
編
対
策
の
第
一
期
か

ら
第
二
期
の
六
年
間
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
で
、
目
標
を
達
成
し

ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら

第
三
期
に
入
り
ま
す
。

ト
転
作
確
認
を
す
る
関
係
者

第
三
期
対
策
は
、
昭
和
五
十
九
年

度
か
ら
六
十
一
年
度
の
三
年
間
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
第
二
期
と
は
奨
励

補
助
金
の
基
本
額
の
引
き
下
げ
、
転

作
定
着
化
推
進
加
算
の
変
更
、
他
用

途
利
用
米
の
導
入
、
転
作
対
象
作
物

の
変
更
を
ど
で
す
。

第
三
期
対
策
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

奨
励
補
助
金
の
水
準

転
作
奨
励
補
助
金
の
基
本
額
が
一

律
八
千
円
引
下
げ
ら
れ
、
永
年
性
作

物
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
据
え
置
き
、

ま
た
、
通
年
施
行
に
つ
い
て
は
、
更

に
五
千
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

加

算

制

度

転
作
奨
励
金
の
加
算
制
度
が
見
直

さ
れ
ま
す
。
従
来
の
計
画
加
算
、
団

地
化
加
算
を
見
直
し
て
、
こ
れ
に
変

わ
る
も
の
と
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
団
地
化
加
算
に
ほ
ぼ
当
た
る
第

一
種
加
算
と
地
域
の
実
状
に
合
っ
た

要
件
を
満
た
す
も
の
に
対
し
て
加
算
さ

れ
る
第
二
種
加
算
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

転
作
等
の
態
様
、
作
物

転
作
対
象
作
物
と
そ
の
区
分
が
一

部
変
更
。
例
え
ば
飼
料
用
青
刈
り
稲

は
今
ま
で
特
定
作
物
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
般
作
物
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

他
用
途
利
用
米
の
生
産

加
工
原
材
料
（
み
そ
、
せ
ん
べ
い

等
）
と
な
る
米
を
生
産
し
、
こ
秒
米

が
生
産
さ
れ
た
水
田
の
面
積
は
転
作

と
し
て
扱
い
、
ト
ン
当
た
り
七
万
円

の
政
府
助
成
が
あ
り
ま
す
。

転
作
に
ご
協
力
を

を
お
、
江
府
町
の
昭
和
五
十
九
年

度
の
転
作
等
目
標
面
積
は
、
二
五
・

一
筋
で
、
昨
年
に
比
べ
ま
す
と
、
二
・

二
筋
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

ほ
場
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め

増
え
た
も
の
で
す
。
水
田
面
積
の
約

二
一
・
五
霊
を
占
め
ま
す
。

町
で
は
、
先
日
区
長
会
を
開
き
、

本
町
の
転
作
目
標
面
積
に
つ
い
て
、

各
農
家
ご
と
の
目
標
を
示
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

生
産
調
整
は
、
農
家
は
も
と
よ
り

町
に
お
い
て
、
大
き
な
問
題
で
す
。

食
糧
管
理
制
度
を
健
全
に
運
営
す
る

た
め
に
も
、
転
作
目
標
面
積
達
成
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第2期対策と第3期対策の奨励補助金の対比表（国）　　（10アール当たり

区　　　　　　　　　　　　　　　　　 分

第　 2　 期 （56－58年度） 第　 3　 期 （59－61年度）

基 本 額

（平均）

加　　 算　 金 基 本 額

（平均）

転作定着化推進加算

計画加算 団地化加 第1種加算謀2 種加算

転
作
奨
励
補
助
金

永 年 性 作 物
（転換畑を含む）

果樹（楕載後5 年以内のものJ
その他の木本性作物第（植栽後3年以内のもの）
転換畑（5年以内のもの）

50，000 15，000 10，000 50，000 20．（DO 10，00 0

特　 定　 作　 物 大豆、飼料作物、更、そば、ハ トムギ 50，000 15，000 10，00 0 42，000 20，（刀0 10，∝10

一 般 作　 物　 等
特定作物、永年性作物以外の作物等 35，000 10．000 10．00 0 27，000 15，（DO 10，の0

野　 菜 30，000 10，00 0 10，000 22，000 15，（D O 10，00 0

管 理 転 作

奨 励 補 助 金

転作の場合 35，000 10 ，000 10，000 27，000 15，00 0 10，00 0

保全管理の場合 35，000 22，00 0 － －

土幣 満場 謝 金 土地改良事業の通年施行を実施 した場合 35，000 忍 品
－ －

噂
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●
一
月
臨
時
町
議
会
・

立
会
演
説
会
を
廃
止

一
月
二
十
日
、
一
月
臨
時
町
議
会
が
開
か
れ
、

次
の
と
お
り
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報町府江

町
条
例
の
廃
止
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

昭
和
四
十
五
年
、
江
府
町
条
例
第

十
二
号
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で

江
府
町
の
長
の
選
挙
に
つ
い
て
行
う

公
営
の
立
会
演
説
会
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

廃
止
の
理
由
は
、
昭
和
五
十
八
年

十
一
月
二
十
六
日
施
行
の
改
正
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
内
容

は
、
選
挙
運
動
期
間
の
短
縮
、
経
歴

放
送
の
回
数
増
加
及
び
立
会
演
説
会

制
度
の
廃
止
等
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
従
来
任
意

制
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
地
方
選
挙
に
お
け
る
立
会
演
説

会
の
制
度
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
在

り
、
本
条
例
廃
止
の
手
続
き
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

頭山が第2位
ト
風
光
明
媚
な
奥
大
山
一
円

中
国
郵
政
局
は
、

一
般
の
方
の
は
が
き

投
函
に
よ
り
中
国
地

方
観
光
名
所
五
〇
選

を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
約
一
二
四
万

通
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
本
県

は
、
第
一
位
に
大
山
、

第
二
位
に
わ
が
町
の

奥
大
山
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

郵
政
局
は
、
中
国

観
光
名
所
五
十
景
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、

各
地
で
行
わ
れ
る
物

産
展
で
紹
介
し
ま
す
。

●こ ・ ▲ ・t

．・ ・一 二 三

久連橋の上流に

歩道橋
久遠橋の上流に幅2㍍の歩道橋ができ

ます。

いままでのように自動車が通るたびに

欄干に身をすりよせて動けをくなるとい

ったこともなくなります。

完成は59年度の予定、近くに保育園も

あり、この歩道橋が歩行者保護に果たす

役割りは大きなものがあります。

ト
建
設
工
事
が
進
む
久
連
橋
の
歩
道
橋

舗装工事はじまる

洲河崎地区から夜振橋まで

昨年度に引続き今年も町道久連洲河崎

線（洲河崎地区から夜振橋まで）延長200

㍍の工事が進められています。

この工事費は、2，590万円で来年の3

月完成の予定です。

町
長
日
誌

＊
l
　
月

3
日
㈹
　
久
遠
行
政
座
談
会

4
日
㈱
　
ご
用
始
め

5
日
㈹
　
県
農
林
水
産
部
次
長

来
庁

6
日
励
　
町
消
防
出
初
式

7
日
出
　
町
消
防
第
一
分
団
年

始
会

8
日
㈲
　
江
尾
自
衛
消
防
出
初

式

9
日
㈲
　
在
勤

1
0
日
㈹
一
旦
水
路
委
員
・
県

農
林
部
長
・
耕
地
課

長
来
庁

1
1
日
㈱
　
新
道
役
員
来
庁

1
2
日
㈹
　
江
尾
区
役
員
来
庁

1
3
日
也
　
森
林
組
合
役
員
全

町
消
防
第
二
分
団
年

始
会

1
4
日
出
　
西
部
町
村
長
会
（
米

子
）

1
5
日
㈱
　
成
人
式
及
び
高
齢
者

顕
彰
式

1
6
日
㈱
　
町
農
協
婦
人
部
総
会

若
年
母
子
懇
談
会

1
7
日
㈹
　
中
国
横
断
自
動
車
道

検
討
会

1
8
日
㈱
　
農
業
用
ダ
ム
地
元
会

議

次
ペ
ー
ジ
へ
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友
達
は
大
切
に

8
人
の
門
出
を
祝
福

報町府江

三
月
六
日
、
土
井
之
内
会
館
で
、

こ
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

父
子
家
庭
の
生
徒
と
中
学
校
を
卒
業

後
働
き
な
が
ら
進
学
し
よ
う
と
す
る

生
徒
八
人
の
前
途
を
祝
福
し
、
励
ま

す
会
が
、
関
係
者
ら
多
数
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
生
徒
た
ち
の
門
出
を
祝

う
と
と
も
に
母
親
、
父
親
の
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

励
ま
す
会
で
、
井
上
町
長
が
〝
其

の
子
を
知
ち
ぎ
れ
ば
、
其
の
友
を
視

よ
″
と
中
国
語
を
引
用
し
た
自
筆
の

色
紙
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

「
そ
の
子
の
性
質
や
人
柄
が
よ
く
わ

か
ら
を
い
と
き
は
、
そ
の
子

の
友
達
を
見
れ
ば
よ
い
。
ま

た
、
人
は
友
達
の
良
い
悪
い

か
で
左
右
さ
れ
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
友
達
は
、
人

生
で
非
常
に
大
切
な
も
の
で

す
。
心
し
て
良
い
人
生
を
歩

ん
で
下
さ
い
」
と
激
励
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
生

▲力強く決意を述べる田口君

無火災の決意あらた

町消防出初め式

徒
を
代
表
し
、
田
口
謙
治
君
（
江
尾
）

が
「
義
務
教
育
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
親
、
地
域
の
人
々
の
ご
支

援
と
ご
指
導
の
お
か
げ
だ
と
今
新
め

て
感
謝
の
気
持
ち
が
胸
に
こ
み
あ
げ

て
き
ま
す
。
今
日
ま
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
期
待
や
ご

激
励
に
報
い
る
よ
う
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

ト
町
同
和
教
育
研
究
集
会

実
情
発
表
し
前
進
誓
う

町
同
和
教
育
研
究
集
会

「
江
府
町
に
お
け
る
部
落
差
別
の

早
期
解
決
を
は
か
る
た
め
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
同
和
教
育
研
究
集

会
が
三
月
一
日
、
土
井
之
内
会
館
で

開
か
れ
、
出
席
し
た
学
校
、
地
域
、

職
場
ら
二
五
〇
人
が
部
落
差
別
の
早

期
解
決
を
は
か
る
た
め
に
、
論
議
を

深
め
ま
し
た
。

噂

こ
の
日
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

開
か
れ
、
町
内
各
地
域
、
職
場
、
団

体
等
各
界
代
表
七
人
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で
の

取
り
組
み
、
学
習
状
況
と
今
後
の
課

題
、
問
題
点
等
の
体
験
発
表
が
な
さ

れ
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
き
り
か
え
、

幼
児
か
ら
の
学
習
活
動
を
強
く
す
る

と
共
に
地
域
、
小
集
落
で
の
推
進
組

織
の
育
成
等
満
場
一
致
で
宣
言
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

一
月
六
日
、
上
之
段
広
場
で
恒
例

の
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
溝
口

警
察
署
長
ら
四
十
人
の
来
賓
を
は
じ

め
消
防
団
員
（
田
口
茂
団
長
・
四
十

八
人
）
な
ど
あ
わ
せ
て
八
十
八
人
が

出
席
し
、
消
防
使
命
の
認
識
に
心
機

一
転
の
新
た
を
気
特
で
の
ぞ
み
ま
し

た
。こ

の
日
次
の
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

町
長
表
彰

（
功
績
章
）
遠
藤
敏
彦

（
勤
続
章
）
河
上
順
書
　
安
藤
寛

手
島
泉
　
竹
内
敏
朗
　
宮
本
正
啓

大
田
敏
朗
　
西
田
哲

（
精
勤
章
）
藤
森
茂
治
　
見
山
収

中
川
秀
樹

西
部
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）
岡
田
憲
典
　
山
根
博
司

⑳

1
9
日
㈱

2
0
日
也

2
1
日
出

2
2
日
㈱

2
3
日
㈱

312。M…

3
0
日
㈲

l
n
口
水

2
日
木

3
日
也

4
日
出

6
［
口
月

～
〓

8
日
水

9
R
H
木

1
0
日
也

1
1
日
出

1
2
日
㈲

1
3
日
㈲

1
4
日
㈹

1
5
日
0
0

1
6
日
㈹

郡
土
地
改
良
推
進
協

議
会
総
会
、
本
町
五

丁
目
役
員
来
庁

臨
時
町
議
会

神
奈
川
農
協
発
電
委

員
会
、
乗
尾
役
員
来

庁洲
河
崎
老
人
会

中
電
本
社
同
村
重
役
外
来
町

昭
和
五
十
九
年
度

予
算
編
成
査
定

大
山
開
発
局
来
庁

＊
2
　
日
‥

郡
行
政
懇
談
会
（
根
雨
）

農
業
委
員
会
、
民
生
委

員
会
、
西
尾
県
知
事
俣

野
発
電
所
建
設
工
事
視

察
の
た
め
来
町

保
健
所
運
営
委
員
会

米
原
分
校
P
T
A
来
庁
、

中
国
横
断
自
動
車
道
打

合
せ
会
、
俳
句
教
室

発
電
関
係
市
町
村
全
国

理
事
会
（
東
京
）

大
山
隠
岐
国
立
公
園
計

画
検
討
会
（
米
子
）

在
勤

町
婦
人
大
会

米
子
出
張

郡
内
町
長
と
商
工
会
協

議
会
（
根
雨
）

西
部
広
域
管
理
組
合
議

会
（
米
子
）

大
山
山
ろ
く
事
務
所
農

業
用
ダ
ム
検
討
会

中
国
横
断
自
動
車
道
交

渉
委
員
会
、
企
画
・
建

設
事
業
入
札
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高
齢
者
の
健
康
を
た
た
え
る

高
齢
者
顕
彰
式

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館
で

成
人
式
に
合
わ
せ
、
今
年
の
高
齢
者

顕
彰
を
行
い
、
家
庭
に
感
謝
状
と
高

齢
者
介
護
年
手
当
金
を
贈
り
ま
し
た
。

受
彰
者
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

▲今年も元気に自ら出席の野坂さん

報町府江

人
間
町
宝
・
白
寿
賞
受
形
者

清
水
り
き
（
9
9
歳
）
　
吉
　
原

遠
藤
克
美
　
祖
母

川
上
か
ね
（
9
9
歳
）
　
御
　
机

川
上
寿
延
　
母

高
齢
者
顕
彰
受
形
者

加
藤
輝
子
（
9
2
歳
）
　
杉
　
谷

加
藤
清
俊
　
養
母

篠
田
佐
一
（
9
2
歳
）
　
小
江
尾

篠
田
玄
正
　
父

高
齢
者
名
誉
賞
受
賞
者
（
前
年
ま
で

の
顕
彰
受
賞
者
）

長
尾
い
そ
（
9
8
歳
）

宇
田
川
ま
さ
よ
　
母

旦

野
田
　
そ
の
（
9
7
歳
）
　
大
河
原

野
田
　
安
　
善
母

徳
岡
　
た
か
（
9
7
歳
）
　
本
町
四
丁
目

徳
岡
静
子
　
母

長
岡
か
め
よ
（
9
6
歳
）
　
富
　
市

長
岡
康
弘
　
祖
母

小
峰
か
め
の
（
9
5
歳
）
　
洲
河
崎

小
峰
　
繁
　
母

野
田
と
み
よ
（
9
4
歳
）
　
大
河
原

野
田
正
博
　
母

野
坂
　
政
雄
（
9
3
歳
）
　
新
町
一
丁
目

野
坂
お
く
ま
　
夫

加
藤
　
喜
市
（
9
3
歳
）
　
柿
　
原

加
藤
信
義
　
父

六
浦
し
げ
よ
（
9
3
歳
）
　
貝
　
田

六
浦
盛
雄
　
母

藤
原
き
よ
の
（
9
3
歳
）
　
池
の
内

藤
原
　
勉
　
母

鬼は外福は内

2月4日の節分を前に2

日、豆まきが行われ、園舎

には、豆をまく園児たちの

元気を掛け声や豆のはじけ

る音が響き渡りました。

雪遊びで大はしゃぎ

「もう雪はたくさん」と、

悲鳴をあげている大人たち

を横目に、園内の校庭に設

けられたゲレンデでは、園

児たちがスノーボートやス

コップを使って雪遊びを楽

しみ、元気いっぱいの笑顔

を見せました。

1
7
日
他
　
県
町
村
会
総
会
（
倉
吉
）

1
8
日
出
　
洲
河
崎
集
会
所
建
設
委

員
会
来
庁
、
原
爆
被
爆

者
代
表
来
庁

2
0
日
㈲
　
在
勤

2
1
日
㈹
　
西
部
地
区
同
和
問
題
研

修
会
（
日
南
町
）

2
2
日
㈹
　
西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

2
3
日
㈱
　
久
連
水
路
調
印

2
4
日
励
　
武
庫
地
区
役
員
来
庁
、

農
業
用
ダ
ム
現
地
踏
査

2
5
日
出
　
在
勤

2
7
日
㈱
　
中
国
横
断
自
動
車
道
路

交
渉
委
員
会

2
8
日
㈹
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

会

2
9
日
㈹
　
尾
上
原
役
員
来
庁
、
町

保
母
職
員
の
採
用
試
験

検
察
審
査
員
（
補
充
員
）
に

遠
藤
常
盤
さ
ん

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
に
納
得
で
き
な
い
被
害
者

と
か
告
訴
、
告
発
を
し
た
人
た

ち
の
申
し
立
て
な
ど
に
基
づ
い

て
審
査
し
、
検
察
官
の
再
考
を

促
す
制
度
で
す
。
そ
の
検
察
審

査
員
（
補
充
貞
）
に
遠
藤
常
盤

さ
ん
（
江
尾
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
二
月
一
日
か

ら
六
か
月
間
で
す
。
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昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
、

十
二
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
二
七
億
二
、
二
八
四
万
七
千
円
、

歳
出
二
六
億
七
、
〇
一
五
万
二
千
円
で
差
引
き
五
、
一
四
九
万

四
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
歳
入
で
五
億
九
、
五
〇
五
万
五
千
円
　
二
七
・
九

㍑
）
、
歳
出
で
六
億
三
八
九
万
五
千
円
二
八
・
四
紹
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
町
の
台
所
の
様
子
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

江　　府　　町　　報

万円の黒字

算にみる町の台所＝
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江　　府　　町　　報

丁へ卜●l…頚∴喪

町民 1 人が納めた税金

64 ，624円

（昭和58年3 月末人口 5，067人）

一般会計　5，日9

＝57年度決

歳出合計　26億7，015万2千円

（単位千円）

総　務　費　犯，403　　　33

農林水産糞費425，20315．弼

土木費2笠湯

公債費2‰諾

⊂＝コ　民生費　210，320　7・9％

⊂二二コ　教育費177・494　6・7％

［二二コ　諸支出金169・897　6・4％

［：］　衛生費　88，518　3・3％

□　商工費　51，4911・9％

］　消防費　49・1371・8％

］　議会費　48・5021・8％

そ　の他　10，006　　0．4％
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薗
選
手
は
温
か
く
迎
え
よ
う

江　　府　　町　　報

▲踏査競技は、重量の検査から
行われる

三
月
末
日
で
五
六
八
日
と
迫
っ
た

「
わ
か
と
り
国
体
」
に
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
な
り
に
参
加
し
て
、
町
民

全
員
で
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
今
回

は
わ
か
と
り
国
体
に
つ
い
て
、
国
体

事
務
局
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

町立総合体育館

オープン1年

利用者1万人突破
ト
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼重量の検査につづいて、コースの確認。
それが終れば、荷を背負ってスタート

㈲
　
わ
か
と
り
国
体
の
会
期
も
決
ま

り
、
開
催
ま
で
あ
と
五
六
八
日
（
三

月
三
十
一
日
現
在
）
で
す
。
本
町
で

は
秋
季
大
会
の
山
岳
競
技
と
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
会
場
の
整
備
な

ど
の
態
勢
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

㈲
　
開
始
式
の
会
場
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
白
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
既

に
完
成
し
、
万
全
の
態
勢
と
い
え
ま

す
。
甘
酒
を
起
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
す

踏
査
競
技
会
場
は
、
す
で
に
県
山
岳

協
会
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
調
査
も
終
り
、

六
〇
年
春
に
競
技
コ
ー
ス
の
伐
開
、

整
備
を
す
る
予
定
で
す
。
　
　
＼

町
立
総
合
体
育
館
は
、
五
十

八
年
三
月
オ
ー
プ
ン
以
来
一
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
連

日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
や
テ
ニ
ス
愛

好
会
な
ど
の
利
用
者
で
夜
遅
く

ま
で
体
育
館
は
歓
声
が
響
い
て

い
ま
す
。

そ
の
間
、
当
館
に
お
い
て
町

主
催
の
各
種
行
事
か
ら
始
ま
っ

て
、
四
県
四
郡
市
競
技
大
会
な
ど

多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
町
外
に

対
す
る
江
府
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

特
に
、
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
の
時
に
は
各
地
区
の
方

が
多
数
応
接
に
駆
け
つ
け
て
観

戦
さ
れ
、
広
い
館
内
に
熱
気
が

あ
ふ
れ
、
名
実
共
に
町
民
体
育

館
と
し
て
の
様
相
を
程
し
ま
し

た
。開

館
以
来
一
年
間
の
利
用
者

数
は
、
一
万
人
を
上
ま
わ
り
、

体
育
館
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
公

園
全
体
で
は
、
約
二
三
、
〇
〇

〇
人
が
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。＼
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報町府江

全
国
か
ら

5

00
人
来
町

㈹
国
体
開
催
時
に
は
ど
の
く
ら
い

の
人
が
江
府
町
に
釆
ら
れ
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

㈲
開
始
式
は
、
全
国
か
ら
の
選
手
、

監
督
、
役
員
を
ど
が
関
金
町
と
江
府

町
の
両
町
に
分
か
れ
て
、
同
じ
時
間

に
同
じ
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。
本
町

を
訪
れ
る
の
は
、
選
手
・
監
督
が
約

一
八
八
人
、
そ
の
ほ
か
役
員
を
ど
も

含
め
て
約
五
〇
〇
人
近
い
人
が
来
ま

す
。

㈹
た
い
へ
ん
な
数
で
す
ね
。
宿
泊

の
態
勢
は
進
ん
で
い
る
ん
で
す
か
。

㈲
町
内
の
旅
館
、
鏡
ケ
成
国
民
休

暇
村
、
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
で

ま
か
な
え
る
よ
う
で
す
。
五
十
九
年

度
に
は
、
第
二
次
の
配
宿
計
画
が
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
後
各
関
係
者

の
方
々
と
よ
く
協
議
し
て
、
万
全
の

準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

民
運
動
推
進
の
態
勢
づ
く
り
は
進
ん

で
い
ま
す
か
。

㈲
　
山
岳
競
技
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
選
手
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
今
一
つ
皆

さ
ん
に
興
味
が
沸
い
て
き
ま
せ
ん
。

町
民
運
動
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
国
体
に
参
加

し
、
江
府
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
温

か
く
迎
え
、
そ
し
て
ゴ
ミ
の
な
い
美

し
い
町
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
良
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

町
実
行
委
員
会
の
町
民
運
動
専
門

部
を
中
心
に
し
て
、
学
校
は
も
と
よ

り
各
地
区
、
事
業
所
、
各
団
体
等
一

緒
に
を
っ
て
こ
の
運
動
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

㈹
　
具
体
的
な
運
動
は
、
ど
ん
を
こ

と
で
す
か
。

㈲
　
国
体
開
催
を
契
機
と
し
て
、
町

を
あ
げ
、
環
境
衛
生
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で
は
、
地
区
公
民
館
、

各
団
体
、
事
業
所
等
に
花
の
種
子
や

苗
を
配
り
、
ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を

あ
っ
旋
し
て
花
つ
く
り
を
推
進
し
て

行
き
ま
す
。
ま
た
、
公
衆
道
徳
を
高

め
る
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
高
揚

運
動
等
に
お
い
て
も
実
践
内
容
を
例

示
し
、
職
場
は
も
と
よ
り
、
地
区
、

地
域
、
学
校
と
町
民
み
ん
を
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
目
の
昨
年
は
、
体
協
の

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
中
心
に
な

り
ま
し
た
が
、
5
9
年
度
は
、
各

部
落
、
職
場
の
レ
ク
リ
エ
ー
ン

ヨ
ン
を
ど
に
、
ど
し
ど
し
ご
利

用
し
て
頂
き
、
町
民
の
方
々
の

心
身
共
に
健
康
を
社
会
発
展
に

役
立
つ
公
民
館
的
施
設
と
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

館
内
併
設
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
も
、
昨
年
秋
頃
か
ら
利
用
者

が
増
え
、
最
近
で
は
、
町
家
庭

の
主
婦
を
ど
中
高
年
の
方
の
利

用
が
増
え
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
二
一
ン
グ
室
の
設
備
は

決
し
て
若
い
人
や
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
中
高
年
に
な
っ
て
健
康

の
た
め
、
自
分
の
体
力
を
維
持

し
た
い
と
思
う
人
、
ふ
だ
ん
運

動
を
す
る
機
会
の
を
い
人
、
肥

満
解
消
し
た
い
人
、
ス
ポ
ー
ツ

の
苦
手
な
人
を
ど
、
そ
の
様
な

人
に
こ
そ
、
手
軽
な
体
力
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
頂
き
た
い
の
で
す
。

町
民
総
参
加
の
国
体
を

㈹
　
全
町
民
で
盛
り
上
げ
る
た
め
に

㈱
　
は
町
民
運
動
の
推
進
が
い
ち
ば
ん
た

い
せ
つ
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
町

ト
設
置
さ
れ
た
広
報
看
板

国
体
ム
ー
ド
盛
り
上
げ

総
合
体
育
館
横
に
広
報
看
板

わ
か
と
り
国
体
へ
あ
と
一
年
。

町
実
行
委
員
会
は
、
国
体
に
向
け
て

町
民
の
関
心
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
総

合
体
育
館
横
に
広
報
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

広
報
看
板
は
、
縦
二
㍍
、
横
二
〇

㍍
の
大
き
さ
で
、
「
町
民
み
ん
を
の

力
で
成
功
さ
せ
よ
う
　
わ
か
と
り
国

体
」
の
文
字
を
大
書
し
て
あ
り
ま
す
。
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ま
ち
は
雪
で
す
っ
ぽ
り

こ
の
冬
は
、
例
年
に
な
く
雪
が
た
く
さ
ん
降
り
続
き
、
と
く

に
、
二
月
六
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
っ
て
集
中
的
に
降
り
、
二

月
十
日
に
は
、
笠
長
原
で
約
六
㍍
、
役
場
前
で
約
一
㍍
の
積
雪

を
記
録
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
二
月
六
日
に
「
江
府
町
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
け

道
路
の
除
雪
に
取
り
組
む
一
方
、
住
民
の
生
活
状
況
、
被
害
予

想
等
の
情
報
収
集
に
つ
と
め
、
雪
害
予
防
の
啓
発
、
独
居
老
人

等
生
活
弱
者
支
援
の
要
請
を
ら
び
に
実
施
に
つ
と
め
ま
し
た
。

ト
作
業
場
は
雪
で
す
っ
ぽ
り
う
ま

り
、
出
入
り
は
穴
を
掘
っ
て
行

い
ま
し
た
。
（
吉
原
地
区
で
）

自分の健康は自分で守ろ
我
が
国
で
は
、
ガ
ン
に
よ
る

死
亡
が
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管

障
害
を
追
い
越
し
、
死
亡
順
位

の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

江
府
町
に
お
い
て
も
、
年
々

ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度

か
ら
肺
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
、

胃
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
、
肺
ガ
ン

と
三
つ
の
ガ
ン
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

現
在
の
ガ
ン
医
療
水
準
か
ら

み
て
ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
方
法

は
、

一
、
健
康
上
好
ま
し
い
日
常
生

活
を
す
る
こ
と
。

二
、
適
正
を
間
隔
で
ガ
ン
検
診

を
受
け
る
こ
と
。

三
、
疑
わ
し
い
症
状
が
続
く
場

合
は
専
門
医
に
つ
い
て
受

診
す
る
こ
と

こ
の
三
点
に
つ
き
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
頁
に
ガ
ン
予
防
の
常
識
十
二

か
条
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

日
常
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
、
健
康

で
快
適
な
日
々
を
送
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
一

年
に
一
回
は
、
ガ
ン
検
診
を
受

け
て
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
自
己
責
任
の

意
義
を
た
か
め
て
下
さ
い
。

ト
一
人
の
雪
降
ろ
し
も
大
変

（
尾
上
原
地
区
で
）

ト
地
区
総
出
で
集
会
所
の
雪
降
ろ
し
　
（
日

の
詰
地
区
で
）

写
真
は
坂
口
理
郎
さ
ん
提
供

死因別死亡割合
50％　　　　100％

40．8琶…≡浮新書

54　鴇華
鱒

蓮
捌 乳4

55　懐毒．
緋 桐 30・0

酬 24・。
56　罫狼揮

57　昔粛
護

女．
捌 34・1

58 ≒輩贅漢
津

醸

圏脳卒中
臣≡∃心臓疾患

匠辺ガン　ロその他
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人
の
動
き
二
月
届
）

董

㊨

人

骨

㊥

お
誕
生
お
め
で
と
う

了
∴
〉

絹
百
摘
誓

大
河
原

京
都
府
か
ら

西
伯
町

大
河
原
か
ら

村濱藤栃
上崎　　岡

栄邦信
子雄子勉
）　　　　　　　）

江徳俣同
属　島野山
か県　か県
ら　板　ら　英

野　　田
郡　　部

貝荒久本

田　田連五

本
　
五

笠
長
原

川
上
　
敏
之

水
下
　
義
信

藤
原
亜
由
美

岡
田
　
幸
恵

川
端
　
裕
美

土
橋
　
弘
美

洋一　　淳裕
二正昇一義豊

長二長二長長
女女女女男男

報町府江

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

日
ノ
詰
　
中
尾
ち
よ
う
犯
歳
　
幹
雄
宅

御
机
加
藤
タ
ケ
孟
歳
伊
醜
雄
宅

新
一
江
本
　
覚
5
1
歳

新
　
道
　
藤
川
　
俊
男
7
4
歳

新
一
三
谷
　
と
も
8
4
歳

洲
河
崎
　
浦
部
　
ふ
い
7
5
鹿

本
一
道
下
薫
煙
子
6
1
歳

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

大　伊
息塚静
行　枝
宅　宅

隆俊繁
秀六雄
宅宅宅

あ

り

が

と

う

ご
ざ
い

〓
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

本
　
五
　
村
上
小
夜
子
殿

（
夫
誠
様
ご
逝
去
）

日
ノ
詰
　
中
尾
幹
雄
殿

（
祖
母
ち
よ
う
様
ご
逝
去
）

新
　
道
　
大
塚
忠
行
殿

（
父
藤
川
俊
男
様
ご
逝
去
）

米
子
市
　
三
谷
英
明
殿

（
母
と
も
様
ご
逝
去
）

新
一
伊
田
静
枝
殿

（
兄
江
本
覚
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
加
藤
正
人
殿

（
祖
母
タ
ケ
ヨ
様
ご
逝
去
）

ま

し

た

内
祝
と
し
て

本
　
二
　
坂
本
利
明
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
英
征
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
ち
ゑ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
澤
田
大
蔵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

久
木

香
川

柳
内

神
田

川
上

白
石

梶
原

田
村
智
恵
子

下
安
井

米
子
市
か
ら

兵
庫
県
姫
路
市

武
庫
か
ら

日
野
町
か
ら

江
尾

佐
川

溝
口
町
か
ら

善意銀行受払報告

1．12月末累計額

2，540，976円

2．1月中寄付額

205，000円

内　　　訳

香典返し　　145，000円

快気祝　　　60，000円

3．支　出　額

需用費　　　48，600円

慶弔費　　　10，000円

老人クラブ払出し40，000円

4．1月未累計額

2，647，376円

6 5 4 3 2 1
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江
府
俳
句
会
報

眼
に
涙
た
め
て
山
鳥
果
て
て
い
し

半
眼
を
ひ
ら
き
し
ま
ま
に
蝶
凍
つ
る

井
　
上
　
中
山
香

本
殿
の
千
木
の
切
っ
先
雪
よ
せ
ず

雪
深
く
と
も
立
春
の
心
か
を遠

　
藤
　
花
　
影

二
階
に
は
二
階
の
眺
め
雪
景
色

一
山
の
橙
百
段
の
雪
を
描
く

加
　
藤
　
泉
　
翠

棟
木
の
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
冬
芽
抱
き

岨
涙
も
こ
ぼ
れ
ぬ
凍
や
木
魚
打
つ

清
　
水
　
純
　
子

う
す
わ
ん
の
湯
気
や
わ
ら
か
く
寒
し
ず
か

福
助
の
菊
凍
て
つ
き
て
摘
む
な
ご
り

下
　
原
　
久
　
代

寒
紅
の
濃
ゆ
く
粧
ふ
気
の
失
せ
ず

凧
揚
げ
の
少
年
頬
を
紅
く
染
め

中
　
山
　
節
　
子

成
人
の
日
も
働
き
し
娘
の
電
話

お
で
ん
の
火
消
し
て
商
う
日
も
あ
り
し

藤
　
原
　
安
　
生

古
稀
の
明
余
白
生
か
し
て
美
し
く

皇
言
の
舞
ひ
て
斬
掻
く
朝
戸
繰
る

藤
　
原
　
暗
　
江

寒
ゆ
え
の
雨
冷
淡
に
降
り
も
し
て

風
の
せ
い
雪
は
競
い
も
し
て
降
れ
る

古
　
川
　
画
　
香

命令㊥命令や㊥

人の動き
命令命令命令命

風月2

池
ノ
内
　
藤
原
　
武
義

新
　
二
　
藤
森
　
　
勲

大
河
原
　
井
上
さ
だ
よ

小
江
尾
　
篠
田
　
篠

下
蚊
屋
　
小
椋
　
幸
治

新
　
二
　
福
田
　
和
夫

8
6
歳
常
美
宅

5
1
歳
茂
治
宅

8
6
歳
　
健
宅

7
0
歳
英
親
宅

7
8
歳
　
息
宅

5
8
歳
操
子
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

坪
倉
伸
一

遠
藤
三
鈴

福
田
　
学

井
上
智
恵

日
野
町
か
ら

江
尾

江
尾

八
頭
郡
部
家
町
か
ら

お
誕
生
お
め
で
と
う

武
庫
宇
田
川
昌
哉
重
徳

貝
田
森
田
祐
美
子
哲
也

江
尾
岡
本
聖
健
二

宮
市
原
三
上
愛
直
明

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

日
ノ
語
福
岡
し
な
よ
8

9
歳

吉
原
清
水
り
き
9
7
歳

長　長　二　二
女男　女男

ありがとう

ございました

（2月中寄託分）

池
ノ
内
　
藤
原
常
美
殿

（
父
武
義
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
息
殿

（
父
幸
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本
一
清
水
て
つ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
野
口
恒
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
ま
つ
の
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
三
好
恭
祐
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
林
由
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
田
中
早
苗
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

人口と世帯
（1月31日現在）

総人口　4．999人

男　　　2，411人

女　　　2．588人

世帯数　1，293世帯

香
典
返
し
と
し
て

本
一
道
下
新
祐
殿

（
幸
美
隆
子
様
ご
逝
去
）

日
ノ
詰
　
福
岡
岩
佳
殿

（
母
し
な
よ
様
ご
逝
去
）

吉
　
原
　
遠
藤
克
美
殿

（
祖
母
清
水
り
き
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
浦
部
久
古
殿

（
妻
ふ
い
様
ご
逝
去
）

大
河
原
　
井
上
　
健
殿

（
母
さ
だ
よ
様
ご
逝
去
）

小
★

L
一
月
禾
累
計
額

二
百
六
十
四
万
七
千
三
百
七
十
六
円

ち
一
日
中
番
付
嶺
三
十
万
三
千
五
百
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
二
十
一
万
八
千
五
百
円

快
気
祝
　
　
八
万
五
千
円

3
．
そ
の
他

一
万
八
千
四
百
九
十
六
円

生
一
月
未
累
計
額

二
百
九
十
六
万
九
千
三
百
七
十
二
円
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